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３
月　

日
、
快
晴
の
下
、
真
庭
市
は
静
か
に
、

３１

だ
が
し
っ
か
り
と
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

午
前
８
時　

分
、
各
市
庁
舎
で
は
さ
さ
や
か

１５

な
開
庁
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
午
前
８
時　
３０

分
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
の
号
砲
で
、
市
業

務
は
一
斉
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　　

藤
木
寛　

真
庭
市
長
職
務
執
行
者
は
、
合
併

協
議
会
だ
よ
り
最
終
号
の
中
で
、
真
庭
市
誕
生

に
つ
い
て
、「
５
万
４
千
人
が
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
自
分
の
問
題
と
し
て
こ
の
合
併
を

考
え
、
文
字
通
り
真
剣
勝
負
で
こ
の
大
き
な
環

境
の
変
化
に
立
ち
向
か
い  
� 
� 
結
果
、真
庭
市

が
生
ま
れ
た
」
と
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
民
と
な
っ
た
わ
た
し
た
ち
。
子
ど
も

た
ち
や
、そ
の
次
の
世
代
へ
何
を
伝
え
残
す
の
か
。

真
庭
市
の
可
能
性
を
、
夢
や
希
望
で
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

�����

����

�������

撮影場所　真庭市 宮地　コスモスロードの桜並木

MANIWA ��
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真庭市では

「豊かな自然と地域資源を活かした

人と環境にやさしい

『杜市（とし）』 づくり」をめざしています。

『杜市（とし）』 とは、

都会の意味合いの都市とは一線を画した

自然との共存性をより深めた、

調和のとれたまちであり、

真庭市は、

中山間地の豊かな地域資源を活かしながら

オンリーワンのまちづくりを進め、

『杜市（とし）』 の概念を

全国に発信していきます。

真庭市データ　
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開庁式（本庁舎玄関前）で

訓示を行う藤木寛真庭市長職務執行者

皆さんは
　「杜市」の未来に
どんな夢を
　 描きますか

�� MANIWA
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山 
岳
競技

ク 
ラ 
イ 
ミ
ン 
グ
競 
技

晴れの国おかやま国体��������	
��

　

国
体
山
岳
競
技
と
は
、
山
道

を
登
り
、
岩
を
よ
じ
登
る
こ
と

を
競
技
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た
も
の

で
す
。
山
岳
競
技
は
縦
走
競
技

と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
２
種
目

の
総
称
で
す
。

　

国
体
で
は
１
チ
ー
ム
３
人
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
競
い
、

３
人
の
内
１
人
が
、
縦
走
・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
両
方
に
出
場

し
ま
す
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
本

大
会
同
様
に
湯
原
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
が
、
市
内
・
新
庄
村
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
し
て
朝
鍋
山
・

鷲
ケ
山
山
頂
を
目
指
す
縦
走
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 �／��（ 土 ）

主催　�日本山岳協会

真庭市、新庄村など

■問い合わせ先

晴れの国おかやま国体山岳

競技湯原蒜山新庄実行委員

会　℡ ０８６７―６２―２９８８

山岳競技会場および開始時刻　

■クライミング競技　午前１０時開始　湯原クライミングセンター

■縦走競技　午前１１時開始　

　スタート地点　蒜山ベアバレースキー場駐車場・野土路特設

　広場（新庄村）～ゴール地点　朝鍋鷲ケ山頂上

リハーサル大会 ５・６月は市内で国体２種目のリハーサル大会
が行われます。皆さんの声援をお願いします。

　

馬
術
競
技
は
、
生
き
物
で
あ

る
馬
と
選
手
が
一
体
、「
人
馬
一

体
」
と
な
っ
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　

馬
は
、
鋭
敏
な
感
覚
と
自
分

の
意
志
を
持
っ
て
お
り
、
選
手

が
馬
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
に
は
、
馬
と
の
強
い

信
頼
関
係
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

馬
の
弱
点
を
選
手
が
補
い
選
手

の
ミ
ス
を
馬
が
助
け
る
こ
と
で
、

競
技
で
勝
利
を
得
ら
れ
る
の
が

馬
術
競
技
な
の
で
す
。

　

蒜
山
高
原
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ

ー
ク
を
会
場
に
行
わ
れ
る
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
に
は
、
全
国
か
ら

選
り
す
ぐ
ら
れ
た
選
手
・
馬
が

集
い
ま
す
。

馬 
術
競技
�／�（ 金 ）
～�／�日（ 日 ） ■リハーサル大会兼第30回中国・四国馬術大会

■会場　蒜山高原ライディングパーク

主催　岡山県馬術連盟、真庭市など

■問い合わせ先　晴れの国おかやま国体真庭市八束実行委員会　℡ ０８６７―６６―７１２１

MANIWA ��

クライミングセンターにて
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このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

　

真
庭
市
美
甘
、街
裏
に
あ
る
桜
並
木「
宿

場
桜
」
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
４
月
９
日
に
美
甘
商
工
会
が
主

催
と
な
り
第
１
回
美
甘
宿
場
桜
・
桜
ま
つ

り
が
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
で

は
美
甘
宿
場
太
鼓
や
有
志
に
よ
る
傘
踊

り
、
美
甘
音
頭
な
ど
を
披
露
。
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
手
作
り
の
ば
ら
ず
し
、
う
ど

ん
な
ど
も
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
る
な

ど
、
宿
場
桜
を
地
域
の
誇
り
に
し
て
い
こ

う
と
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

美甘宿場桜をアピール

満開の美甘宿場桜　４月１９日撮影

天
領
く
せ
桜
ま
つ
り
に
五
千
人

　

天
領
く
せ
桜
ま
つ
り
が
、
４
月　

日
に

１０

真
庭
市
惣
の
旭
川
南
岸
河
川
敷
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
周
辺
の
堤
防
道
路
両

側
に
は
、
約
４
０
０ 
㍍ 
に
わ
た
る
桜
並
木

が
あ
り
、「
ト
ン
ネ
ル
桜
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
道
路
を
覆
う
よ
う
に
咲
く
桜
の
下

で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
有
志
に
よ
る
民

舞
や
ヨ
サ
コ
イ
踊
り
の
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
河
川
敷
広
場
に
は
出
店
が
並
び
、

コ
ス
モ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
シ
ョ
ー
な
ど
が

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は

春
ら
ん
ま
ん
の
穏
や
か
な
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　

中
和
地
域
の
小
学
校
就
学
前
児
童
で

つ
く
る
親
子
活
動
の
会「
つ
く
し
の
会
」

が
、
子
ど
も
た
ち
の
手
形
を
と
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
成
長
記
録
を
残

そ
う
と
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、
４

月　

日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

２１

（
真
庭
市
蒜
山
下
和
）
に
集
ま
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
に
手
伝
わ
れ

て
色
紙
に
ぺ
た
ん
ぺ
た
ん
と
、
手
・
足

形
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
度
末

に
は
、
も
う
一
度
手
形
な
ど
を
と
り
、

今
回
の
記
録
と
比
べ
る
予
定
で
す
。
親

子
で
か
わ
い
ら
し
い
手
形
を
つ
け
る
様

子
は
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し

た
。次
回
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
か
な
。

�� MANIWA

美甘宿場太鼓が

オープニングを飾りました

満開のトンネル桜の下でヨサコイ踊りを披露

子どもの成長が楽しみ
親子で楽しく手形をとりました
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行  
燈 
の
あ
る
駅
舎

あ
ん 

ど
ん

　

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
美
作
落
合
駅
が
改
装
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
落
合
駅
は
床
面
積

１
３
０
平
方
㍍
。
木
の
質
感
を
活
か
し

た
「
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
」
デ
ザ
イ

ン
で
、
待
合
室
上
部
の
時
計
台
は
夜
間

は
行
燈
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
光
を
放
つ

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
駅
舎
に
は

待
合
室
の
ほ
か
、
事
務
室
、
多
目
的
室

が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
選
挙
で

は
投
票
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
駅
舎
で
は
、
５
月
中

旬
に
地
元
地
区
皆
さ
ん
の
手
で
落
成
祝

賀
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

落合駅を利用する学生たち　４月１１日撮影

ジャージー牛が勢ぞろい
第６回蒜山ジャージースプリ ングショ ウ

厳
し
い
季
節
を
耐
え
て
満
開

　

４
月
９
日
、
お
か
酪
ジ
ャ
ー
ジ
ー
改
良

同
志
会
な
ど
の
主
催
で
、
第
６
回
ジ
ャ
ー

ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
蒜
山
上
福
田

の
ひ
る
ぜ
ん
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ョ
ウ
は
、
同
志
会
会

員
の
若
手
酪
農
家　

名
が
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

３６

改
良
成
果
を
競
い
合
う
と
と
も
に
、
消
費

者
へ
シ
ョ
ウ
を
通
し
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の

魅
力
を
直
接
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
開
催
し

て
い
ま
す
。
シ
ョ
ウ
に
は　

頭
が
出
品
さ

５１

れ
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
国
際
的

に
優
良
牛
選
考
分
野
で
活
躍
す
る
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
カ
ー
ス
カ
デ
ン
氏
が
審
査
員
と
し

て
、
牛
の
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
発
育
状
況
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
岩
井
畝
、�
岩
井
畝
の
大
桜
�
は
樹

齢
約
７
５
０
年
の
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
の
巨
木
。

ほ
ど
近
い
距
離
に
は
醍
醐
桜
が
あ
り
、
２
つ

の
巨
木
を
巡
る
コ
ー
ス
は
観
光
客
の
定
番
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。昨
年
は
、県
北
を
襲
っ

た
台
風
で
大
桜
背
後
の
山
林
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
上
に
、
夏
に
降
雨
が
少
な
い
な
ど

桜
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
で
し
た
。
幸
い

に
も
岩
井
畝
の
大
桜
は
大
き
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
地
元
保
存
会
の
皆
さ
ん
を
安

心
さ
せ
る
華
麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
今

年
の
満
開
日
は
４
月　

日
で
し
た
。

１６

伝統の山焼き
　蒜山地域に春の訪れを告げる山焼きが、地域内数カ所で

行われました。山焼きは集落が共有する採草地（牧草地）

に火を放つことで、新しい草を生やすために行われます。

４月１６日には、蒜山本茅部地区で行われました。地区の皆

さんは類焼を防ぐために雑木林と採草地の境を５ ㍍ ほど刈

り取る火道（防火帯）をつくり、山の高所から火を放ち徐々

採草地を焼いていきました。蒜山の美しい景観は地域の伝

統行事でつくられています。

審査を待つジャージー牛

巨木を見上げる観光客

類焼が起きないよう

警戒しつつ火は入れられます
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１ 週間で １ ０ ０ 歳 お ２ 人

賞状を持つ西谷キクヨさん

　

４
月
６
日
、
上
水
田
の
西
谷
キ

ク
ヨ
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
キ
ク
ヨ
さ
ん
は
明
治　

年
３８

生
ま
れ
。
６
日
に
は
岡
山
県
美
作

県
民
局
健
康
福
祉
部
長
ら
が
自
宅

を
訪
れ
、
県
知
事
か
ら
の
お
よ
ろ

こ
び
の
賞
状
と
記
念
の
品
な
ど
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
の

４
月
５
日
に
は
、
下
河
内
の
宮
林

志
げ
子
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ

て
お
り
、
３
月　

日
の
真
庭
市
発

３１

足
後
か
ら
１
週
間
の
間
に
、早
速
、

百
歳
が
お
二
人
誕
生
し
た
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

４
月　

日
、
湯
原
温
泉
で　

年
目

１０

２１

を
迎
え
る
「
温
泉
あ
さ
市
」
が
オ
ー

プ
ン
。
地
元
の
新
鮮
野
菜
な
ど
が
並

ぶ
中
、
温
泉 
宿 
宿
泊
客
ら
が
早
速
品

や
ど

定
め
を
行
い
ま
し
た
。
市
で
は
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
地
元
の
「
本
庄

天
狗
太
鼓
」
グ
ル
ー
プ
が
迫
力
あ
る

演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
つ
き
た
て
の

豆
餅
が
オ
ー
プ
ン
時
に
訪
れ
た
お
客

に
振
る
舞
わ
れ
、
市
の
開
始
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
毎
週
日
曜
日
、
湯
原

温
泉
の
朝
の
顔
に
な
る
「
温
泉
あ
さ

市
」
は
、
十
二
月
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

今
年
も
温
泉
地
の
朝
を
盛
り
上
げ
ま
す

4/6 県内一の 観光地 を 目 指して
市内の観光団体などでつ

くる「真庭市観光協会」

の設立総会が、勝山文化

センターで開かれました。

県内有数の集客数を誇る

市内観光ポイントの連携

が、同協会設立で本格的

に始まります。

4/7 ２ 年ぶりの新入生です
上田小学校では２年ぶり

に入学式がおこなわれ、

２名が入学。在校生が温

かい拍手で迎えました。

市内には小学校が２９校あ

り、それぞれの学校で楽

しい小学校生活をスター

トしています。

4/10 新市誕生記念でショパンを披露
倉敷市出身のピアニスト

松本和将さんのコンサー

トが久世エスパスホール

で開催。演奏の合間には

フリーアナウンサーの森

田恵子さんとのトークコ

ーナーもあり、ショパン

の魅力を語りました。

4/17 五・七・五  真庭川柳大会
勝山文化センターに市内

外の川柳愛好者、１２０人が

集い大会が開催されまし

た。事前の地区別兼題に

は「酒」、「木」、「結ぶ」

などが、当日には「道」

が指定され、総合成績で

１５人が入賞しました。

4/23 突然死を防ぐために
救急医療に携わる人を対

象とした講習会、真庭救

急フォーラムが久世エス

パスホールで開催。講師

の河村剛史先生が、心肺

蘇生の基礎知識と自動体

外式除細動器の使用法を

実演しました。

�� MANIWA

まちの話題

太鼓の演奏を背に品定め
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真
庭
市
は
、
湯
原
温
泉
か
ら
車
を

使
え
ば
短
時
間
で
移
動
可
能
な
距
離

に
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が

あ
り
ま
す
。
旅
館
組
合
で
取
り
組
ん

で
い
る
地
産
地
消
ひ
と
つ
に
し
て
も
、

利
用
で
き
る
産
品
の
幅
も
大
き
く
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
真
庭
市
す
べ
て
の

地
域
を
わ
が
ふ
る
里
と
し
て
、
毎
分

３
、
４
０
０
㍑ 
の
湧
出
量
、
湯
量
豊

富
な
�
ゆ
ば
ら
の
里
�
が
真
庭
市
の

奥
座
敷
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
湯

本
温
泉
館
、 

足 
温
泉
館
、
下
湯
原
温

た
る

泉
な
ど
公
の
施
設
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
入
浴
料
が
割
引
（
※
）

に
な
り
ま

す
。
お
越
し
く
だ
さ
い
。

湯原温泉は
市民の温泉です

湯原温泉温泉指南役
師範

古林 伸美さん
（湯原温泉）

若者の交流拡大
を目 指 して
HOTARU ROCK 2005
（ホタルロック）
実行委員

坂本 信広さん
（上呰部）

　

６
月　

日
に
コ
ス
モ
ス
ド
ー
ム
で

１１

開
催
す
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
２
０
０
５
（
ホ
タ
ル
ロ
ッ
ク
）」

は
、
現
在
で
は
、
厳
し
い
音
源
審
査

に
よ
る
出
演
者
選
定
で
県
内
外
の
ア

マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
憧
れ

の
ス
テ
ー
ジ
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同

日
開
催
の
「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
に
観

客
を
誘
う
趣
向
と
と
も
に
、
若
者
た

ち
が
エ
コ
活
動
（
ホ
タ
ル
保
護
）
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
目
を
向
け
る

機
会
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
若
者

レ
ベ
ル
の
人
的
交
流
拡
大
、
実
行
委

員
会
へ
の
参
加
を
真
庭
市
全
域
に
呼

び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
で
は
、

落
合
会
場
を
メ
イ
ン
に
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
少
年
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
競
技
開
催
で
は
、
全
国
か
ら　

チ
４０

ー
ム
が
訪
れ
、
選
手
監
督
総
数
８
０

０
人
を
一
般
家
庭
で
受
け
入
れ
る
民

泊
も
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
か
ら
は
岡

山
県
選
抜
成
年
女
子
に
１
人
が
、
少

年
女
子
に
３
人
が
候
補
選
手
と
し
て

挙
が
っ
て
お
り
、
地
域
一
丸
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
跳
・
走
・

投
、
運
動
の
基
礎
要
素
と
接
触
プ
レ

ー
も
併
せ
持
つ
、
迫
力
あ
る
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
競
技
は　

月　

日
か
ら
始
ま

１０

２３

り
ま
す
。
市
内
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

盛り上がれ
ハンドボール!!

岡山県ハンドボール協会
副理事長

松岡 祥和さん
（上河内）

　

久
世
に
住
職
と
し
て
訪
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど　

年
。
何
も
知
ら
な
い
場

３０

所
で
の
生
活
に
平
穏
を
求
め
、 
般  
若 

は
ん 
に
ゃ

 
心
経 
を
彫
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が

し
ん
ぎ
ょ
う

版
画
の
寺
の
始
ま
り
で
す
。
版
画
を

彫
る
と
い
う
形
を
通
し
て
、
地
域
へ

飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
入
っ
て

み
る
と
皆
さ
ん
の
懐
は
、
や
さ
し
く

深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
久
世
と
の
出
会
い
が
な
け
れ

ば
、
版
画
に
も
出
会
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
真
庭
市
と
地
域

の
関
係
も
同
じ
こ
と
。
地
域
そ
れ
ぞ

れ
が
、
お
互
い
の
懐
に
飛
び
込
ん
で

い
け
る
よ
う
幅
広
く
交
流
し
て
い
け

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

お互いの懐へ

地域の個性
結んで
真庭市の
輝きへ

曹洞宗毎来寺
（版画の寺毎来寺）
住職

岩垣 正道さん
（目木）
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※市民の入浴料割引については優待券が必ず必要です。  詳しくは湯原支局地域振興課まで（℡ 0867―62―2014）
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２
年
前
に
結
婚
し
て
中
和
で
暮
ら

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
知
ら

な
い
わ
た
し
に
優
し
く
接
し
て
く
れ

る
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら

は
、
小
学
校
就
学
前
児
童
の
親
子
活

動
「
つ
く
し
の
会
」
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
映
画
上
映
や
料
理
教
室
な
ど

を
定
期
的
に
開
き
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
小
さ
な
活
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く

き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
の
拠
点
は
昨
年
完
成
し
た
保
健

セ
ン
タ
ー
「
あ
じ
さ
い
」
で
す
。
だ

れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
近
く

に
来
た
際
に
は
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

   
蒜
山
に
は
毎
年
２
７
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。
観
光
客
の
皆
さ

ん
は
何
を
目
当
て
に
蒜
山
に
や
っ
て

来
る
の
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
蒜
山

地
域
の
酪
農
や
畑
作
も
重
要
な
観
光

資
源
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
偶
然

訪
れ
た
観
光
客
が
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗

っ
て
み
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
に
触
れ

て
み
た
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
農
業

体
験
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
観
光

客
の
旅
の
付
加
価
値
が
高
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
。
自
分
の
住
む
地
域
の
良

い
と
こ
ろ
を
一
人
ひ
と
り
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
つ
け
れ
ば
、

真
庭
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
ま

す
よ
。

　

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
総
勢　
２１

名
が
「
美
甘
宿
場
太
鼓
」
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

動
か
ら
始
ま
っ
た
宿
場
太
鼓
は
、
小

学
校
の
学
習
な
ど
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
へ
と
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
太
鼓
の
活
動
は
、
今
で
は

美
甘
全
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う

機
運
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
真

庭
市
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
舞
台

で
が
ん
ば
れ
る
よ
う
メ
ン
バ
ー
の
和

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
県
北
の
和
太
鼓
団
体
が

集
ま
る
夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
ま
す
。
心
に
響
く
和
太

鼓
を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

蒜
山
地
域
の
自
然
や
文
化
と
観
光

の
両
立
を
目
指
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
考
え
方
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
付
き
登
山
や
動
植
物
観
察
、

農
業
・
文
化
体
験
な
ど
を
通
じ
、
今

あ
る
資
源
を
損
な
わ
ず
、
い
つ
ま
で

も
続
け
て
い
け
る
活
動
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
蒜
山
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

土
地
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

希
少
植
物
・
生
物
に
は
危
機
的
な
状

況
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の
魅
力

を
知
っ
て
い
る
人
は
、
自
然
環
境
も

大
切
に
す
る
は
ず
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
考
え
方
が
真
庭
市
全
域
で

も
拡
が
っ
て
い
け
ば
大
変
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

まちを
楽しくしたい

町並み保存事業を
応援する会  会長

行藤 公典さん
（勝山）

　

「
住
む
地
域
が
楽
し
く
あ
っ
て
欲

し
い
、
住
み
よ
い
地
域
で
あ
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
願
い
は
、
ど
の
地
域

で
も
共
通
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

勝
山
で
も
、
ま
ち
を
楽
し
も
う
、
さ

ら
に
、
外
部
か
ら
ま
ち
や
地
域
を
訪

れ
た
方
に
、
わ
た
し
た
ち
が
住
む
ま

ち
を
楽
し
み
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
が
、
の
れ
ん
や
、

勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
の
輪
と
し
て
広

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の

地
域
で
、
力
ま
ず
気
張
ら
ず
楽
し
ん

で
い
る
力
が
、
結
果
と
し
て
真
庭
市

全
体
を
盛
り
上
げ
る
力
に
結
び
つ
い

て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

自然の魅力を
伝えたい

蒜山エコツーリズム
推進事業実行委員会 委員長

山田 信光さん
（蒜山西茅部）

さらに大きな
舞台へ

美甘宿場太鼓
代表

横山 明子さん
（美甘）

小さくても
地域を盛り上げ る
きっかけに

つくしの会
代表

三船 真紀さん
（蒜山下和）

もっと発信力を
つ け よ う

おか酪ジャージー
改良同志会  会長

川合 省吾さん
（蒜山富山根）

�� M A N IWA
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魅
力
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の 

ま
に
わ
を
探
し
て 

紹
介
し
て
い
き
ま
す

　

真
庭
と
い
う
土
地
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
、
と
て
も
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
土
地
で
す
。

　

で
す
が
、
本
当
の
魅
力
を
知
っ
て

い
る
の
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で

す
。
旧
町
村
内
で
は
、
当
然
の
よ
う

に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
ほ
か
の
８
つ
の
地
域
で
は
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
広
報
紙
は
、
そ
の
魅
力
を
真

庭
市
民
共
通
の
誇
り
と
し
て
い
け
る

お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
と
、
市
民
皆
さ
ん
の
登
場
が
不

可
欠
で
す
。

　

取
材
に
も
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
ぜ

ひ
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
時
に

は
、
担
当
者
が
「
道
に
迷
っ
た

の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
―
」
と

尋
ね
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
そ
の
会
話
の
中
か
ら
で
も

情
報
は
生
ま
れ
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

が
「
広
報
ま
に
わ
」
を
育
て
る

養
分
と
な
り
ま
す
。

『
記
事
は
読
み
や
す
く
』 

を
務
め
ま
す

　

市
役
所
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら

せ
、
記
事
は
整
理
し
て
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
、
コ
ー
ナ
ー
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
、
お
便
り
、
子
ど
も
た
ち
が
登

場
で
き
る
広
場
も
随
時
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

�上下写真�
旧町村の最終号

芽
吹
い
た
ば
か
り
の
『
広
報
ま
に
わ
』
で
も
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こ
れ
ま
で
９
つ
の
町
村
で
発
行
さ
れ
て
き
た

広
報
紙
。

　

そ
の
広
報
紙
で
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち

や
む
ら
が
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、

行
政
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
課
題

は
何
な
の
か
を
住
民
皆
さ
ん
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
形
は
そ
れ
ぞ
れ
違
え
ど
も
、
ま
ち
づ
く
り
・

む
ら
づ
く
り
を
共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

紙
面
で
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

真
庭
市
は
誕
生
し
ま
し
た
。
広
報
紙
の
舞
台

も
人
口
約
５
５
、
０
０
０
人
、
面
積
約
８
２
８

平
方
キ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
面
積
は
岡
山
県
内

第
１
位
、
人
口
は
岡
山
県
内
第
７
位
で
す
。

　　

ま
だ
出
た
ば
か
り
の
「
広
報
ま
に
わ
」
の
芽

は
、
と
て
も
柔
ら
か
く
、
弱
々
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
芽
が
大
き
く
葉
を
広
げ
る
よ
う
に
、
市

民
皆
さ
ん
と
と
も
に
少
し
ず
つ
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の 視  点 で
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楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て 

い
き
ま
し
ょ
う

　

誕
生
し
た
真
庭
市
は
、「 
杜  
市 
」
の

と 

し

概
念
を
、
日
本
全
国
に
向
け
て
情
報

発
信
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
真
庭
市
民
が
力
を
合
わ

せ
て
杜
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
様

子
や
、
地
域
の
元
気
が
広
報
紙
に
も

登
場
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
作
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
広
報
紙
で
す
。
広
報
に

対
す
る
感
想
や
ご
意
見
を
手
紙
や
、

メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
、
感
想
を
も
と
に
、
広
報

紙
を
少
し
で
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
少
し
ず

つ
変
え
て
い
き
ま
す
。

協 働
真庭市役所　総務部秘書広報課

〒���―����　岡山県真庭市勝山��―�

℡ ����―��―����

E-mail　hisho@city.maniwa.lg.jp

真庭市の
HP＝ホームページはこちらから
http://www.city.maniwa.lg.jp/

　真庭市のホームページは、上記アドレスです。
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真
庭
市
の
便
利
帳
・
保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

お
届
け
し
ま
す

　

「
真
庭
市
民
便
利
帳
」、「
真
庭
市
保
健
だ
よ

り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

 
真
庭
市
誕
生
に
と
も
な
い
行
政
機
構
、
制
度

な
ど
の
変
更
に
な
っ
た
点
や
問
い
合
わ
せ
窓

口
な
ど
を
記
載
し
た
「
真
庭
市
民
便
利
帳
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
置
い
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
健（
検
）診
の
日
程
、
会
場
や

予
防
接
種
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
会
場
・

日
程
な
ど
を
記
載
し
た
「
真
庭
市
保
健
だ
よ

り
」
が
で
き
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

「
真
庭
市
民
便
利
帳
」
は
、
５
月
初
旬
に
自

治
会
を
通
し
て
、「
真
庭
市
保
健
だ
よ
り
」

は
、
５
月
中
旬
に
各
世
帯
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

写
真
の
「
真
庭
市
民
便
利
帳
」は
見
本
の

た
め
、一
部
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
り
ま
す
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��������	
����������������
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真
庭
市
の�

機
構
と
人
事�
真
庭
市
の�

機
構
と
人
事�
真
庭
市
の�

機
構
と
人
事�
真
庭
市
の�

機
構
と
人
事�

×

×

総
務
部
長　

山
中
俊
男

■
総
務
課　

課
長　

松
尾
節
夫

片
岡
信
隆
、
池
端
徹
章
、
河
内
勝
彦
、
赤

田
憲
昭
、
浅
野
晃
彦
、
杉
山
修
一
、
赤
松

ひ
と
み
、
山
本
葉
子　

■
職
員
課　

課
長　

庄
司
史
郎

伊
井
英
子
、
河
本
京
子
、
市　

美
由
紀
、

川
口
崇
志

■
秘
書
広
報
課　

課
長　

迫
田　

淳

山
本
茂
樹
、
齋
藤
香
織
、
福
井　

学
、
若

田
真
一

■
財
政
課　

課
長　

山
本
章
憲

横
山
高
史
、
渡
邉
伸
之
、
河
島
賢
治
、
石

田
明
義
、
二
若
玉
基

■
管
財
課　

課
長　

岸　

寛

小
松
美
行
、
泉　

嘉
一
、
武
村
良
江
、
山

谷
健
二
、
西
田
光
宏
、　

生
晴
彦
、
福
島

弘
之
、
樋
口
英
治
、
小
田　

茂

企
画
振
興
部
長　

植
木
眞
一

■
杜
市
づ
く
り
推
進
課　

課
長　

宮
永   
優

片
岡　

清
、
小
谷
仁
志
、
中
谷
由
紀
男
、

森
岡
和
之
、
広
岡
由
紀
子
、
後
安
哲
男

■
情
報
推
進
課　

課
長　

吉
永
忠
洋

大
美
昌
司
、
有
元　

均
、
佐
藤
弘
敏
、
小

藤
博
之
、
福
本
貴
信

■
観
光
課　

課
長　

井
手
利
忠

岩
本
壮
八
、
矢
谷
佳
子
、
切
明
友
子

吉
田
直
人

■
自
治
振
興
課　

課
長　

織
田
龍
樹

平　

義
男
、
佐
山
宣
夫
、
�
木
秀
朗

■
生
涯
学
習
課　

課
長　

稲
田　

裕

池
町
伸
吾
、
常
守
由
美
、
谷
口
誠
一
、
新

幸
知
典
、
須
田
昌
宏
、
福
島
万
理
、
古
林

博
美
、
大
藪　

笑
、
森　

多
加
雄
、
結
家

三
好

公
営
企
業
部
長　

三
牧　

充

■
管
理
課　

課
長　

森
脇
弘
行

植
田
邦
男
、
池
田
義
久
、
横
山
宣
枝
、
児

玉
正
裕

■
水
道
課　

課
長　

宮
田
政
延

久
保
雅
照
、
小
山
元
治
、
二
宗
哲
夫
、
西

本
篤
生
、
戸
田
敏
行
、
永
田
浩
士
、
山
本

総
務
部

企
画
振
興
部

収入役�

会�
計�
課�

総�
務�
課�

総　務　部�

職�
員�
課�

秘�
書�
広�
報�
課�

財�
政�
課�

管�
財�
課�

杜�
市�
づ�
く�
り�
推�
進�
課�

企画振興部�

情�
報�
推�
進�
課�

観�
光�
課�

自�
治�
振�
興�
課�

生�
涯�
学�
習�
課�

管�
理�
課�

水�
道�
課�

下�
水�
道�
課�

公営企業部�

助役�

真庭市長�

公
営
企
業
部



×

×

忠
義
、
二
宗
史
憲
（
新
採
用
）

■
下
水
道
課　

課
長　

牧　

幸
夫

池
奥
孝
行
、
野
村
雄
一
、
實
村
健
治
、
今

石
久
嗣
、
栗
栖
享
吾
、
柳
田
祐
介
、
細
川

真
吾
、
加
登
脇
明
文　

市
民
生
活
部
長　

篠
�
仁
志

■
市
民
課　

課
長 　

長
尾
哲
郎

辻
本　

徹
、
和
田
祥
子
、
礒
田
節
子
、
井

原
福
典
、
池
町
陽
子
、
長
尾　

修
、
澤
山

誠
一
、
大
石
美
子
、
藤
木
し
の
ぶ
、
岩
藤

容
子
、
中
村
友
美
、
金
田
圭
弘
、
杉
山
恵

理
、
福
島
幸
男
、
西
村
芳
幸
、
小
山
典
弘

（
新
採
用
）

■
環
境
課　

課
長　

高
橋　

豊

松
岡
孝
子
、
松
尾
龍
人
、
田
村
一
郎
、
大

江　

勝
、
福
井
義
久
、
古
南
武
永
、
矢
谷

和
子
（
新
採
用
）

■
市
民
税
課　

課
長　

鈴
木
宝
継

榎
原　

薫
、
小
野
七
未
、
鈴
木
厚
史
、
氏

平　

純
、
森
田
健
治
、
藤
本
泰
弘
、
木
田

慶
子
、
石
田
さ
お
り
、
金
田
保
志
、
押
目

昌
恵
、
後
安
房
子
、
原　

和
範
、
馬
野
貴

司
、
池
田
寛
規
、
中
島
大
輔
（
新
採
用
）

■
資
産
税
課　

課
長　

岡　

泰
弘

初
本
琴
枝
、
吉
田
裕
司
、
木
村
辰
生
、
上

田
義
之
、
磯
田
隆
宏
、
長
綱
宏
樹
、
岩
藤

敬
介
、
前
田
健
一
、
笹
井
憲
和
、
影
山
真

由
美
、
河
本
直
貴

　
産
業
建
設
部
長　

三
浦　

明

次
長　

近
藤
多
久
美

■
農
業
振
興
課　

課
長　

山
崎
藤
郷

真
壁
真
智
子
、
西
田
修
三
、
森　

俊
弘
、

松
尾
賢
一
郎
、
牧　

邦
憲
、
清
友　

優
、

佐
藤　

尚
、
庄
司
知
明
、
矢
谷
正
和
、
追

田　

努

■
農
業
共
済
課　

課
長　

西
原
基
之

河
野
順
子
、
上
山
修
治
、
桑
野
美
香
、
伊

東
貴
和
、
瀬
戸
宏
明
、
植
木
孝
和

■
林
業
振
興
課　

課
長　

梶
岡
知
幸

富
永
泰
司
、
長
尾
卓
洋
、
向
林
人
司
、
横

山
孝
義
、
森
田　

学
、
佐
野
暢
志
、
松
尾

美
由
貴

■
商
工
振
興
課　

課
長　

丸
山　

豊

畦
崎
宜
久
、
今
石
健
司
、
池
田
亜
弥
子
、

杉
村
昌
和　
　
　
　
　
　
　

■
建
設
課　

課
長　

太
田
信
一

三
村
訓
弘
、
山
本
光
一
、
頭
山
龍
一
、
花

本
訓
治
、
美
甘
則
之
、
金
谷　

健
、
佐
々

木　

剛
、
川
端
次
男
、
中
本
康
正
、
横
山

拓
也
、
黒
田
竜
也
、
築
澤
亮
浩

■
維
持
管
理
課　

課
長　

須
田　

豊

中
尾
昌
高
、
石
賀
茂
夫
、
押
目
正
和
、
山

本
訓
義
、
坂
根
和
史
、
美
見
明
宏
、
森
本

晴
子
、
林　

泰
男
（
新
採
用
）

　
■
農
林
土
木
課　

課
長　

山
本
正
美

谷
岡
昭
雅
、
古
林
久
和
、
中
山
利
明
、
松

本
貢
治
、
柴
田
幸
久
、
小
谷
直
喜

■
開
発
調
整
課　

課
長　

大
植
昭
一

池
田
敏
浩
、
寺
尾
直
樹
、
柴
田
智
嗣
、
矢

吹
正
行
、
松
岡　

誠
、
村
松　

諭
、
宮
島

哲
也
（
新
採
用
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局  
局
長   
高
橋　

誠

篠
�
光
子
、
築
山
林
士

健
康
福
祉
部
長　

谷
本　

優

■
福
祉
課　

課
長　

村
松
邦
博

青
木
治
子
、
山
根
真
一
、
妹
尾
久
敏
、
神

庭
麻
理
、
矢
田
部　

彰
、
後
藤
千
賀
、
高

田
庸
子
、石
賀
義
久
、西
村
真
弓（
新
採
用
）

市�
民�
課�

環�
境�
課�

市�
民�
税�
課�

資�
産�
税�
課�

農�
業�
振�
興�
課�

事�
務�
局�

農�
業�
共�
済�
課�

林�
業�
振�
興�
課�

商�
工�
振�
興�
課�

建�
設�
課�

維�
持�
管�
理�
課�

農�
林�
土�
木�
課�

開�
発�
調�
整�
課�

市民生活部�産業建設部�

農�
業�
委�
員�
会�

福�
祉�
課�

健康福祉部�

健�
康�
推�
進�
課�

高�
齢�
者�
支�
援�
課�

子�
育�
て�
支�
援�
課�

総�
務�
課�

市�
民�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

地�
域�
振�
興�
課�

企�
画�
観�
光�
課�

蒜山振興局�

各�
保�
育�
園�

市
民
生
活
部

産
業
建
設
部

農
業
委
員
会

健
康
福
祉
部
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浦
宮
子
、
南　

博
晴
、
杉
井
正
巳
、
山
�

学
、
西　

祐
典
、
長
田
準
治

落
合
支
局
長　

木
下
伸
一

■
総
務
課　

課
長　

福
島
秀
幸

森
田
耕
司
、
中
島
敏
博
、
湯
浅
孝
子
、
田

中
美
栄
子

■
地
域
振
興
課　

課
長　

薬
師
寺
康
昌

妹
尾
直
之
、
池
田
政
師
、
有
宗
加
奈
子
、

内
田
圭
祐

■
市
民
生
活
課　

課
長　

枡
谷
和
明

森
山
啓
子
、
大
塚
清
文
、
大
戸
邦
弘
、
中

川
晃
吉
、
尾
�
ひ
ろ
み
、
小
林
理
恵
、
南

　

俊
樹
、
前
田
雅
章

■
産
業
建
設
課　

課
長　

曽
根
秀
男

押
目
久
志
、
小
谷
實
千
代
、
太
田　

明
、

竹
平
信
孝
、
古
林
昌
守
、
桐
山
嘉
一
郎
、

大
倉
宏
文
、
市
功
治
郎
、
植
木
公
徳
、
谷

本
純
一
、
硯　

務
、
中
西
淳
司

菱
川　

修
、
川
端
玲
司
、
西
山
明
宏

■
国
体
推
進
事
務
局   
局
長　
 
今
石
晴
己

松
尾
憲
和
、
湯
浅
孝
志
、
阿
形
尚
幸

植
木
静
香
、
丸
山
美
幸
、
池
田
有
宏
、
池

田
浩
二
、
吉
原
栄
作
、
美
甘
幸
臣
、
岡
野

絵
美
、
石
坂
淳
次
、
入
澤
美
穂
、
藤
井
文

香■
産
業
建
設
課　

課
長　

中
島
廣
明

長
見
直
人
、
延
本
貞
明
、
佐
藤
敏
明
、
有

富
基
高
、
小
谷
佳
嗣
、
三
船
哲
弘
、
石
井

隆
守

北
房
支
局
長　

山
�
泰
則

■
総
務
課　

課
長　

岡
�　

昇

平
田
延
秀
、
畦
崎
智
世
、
梶
田　

護

■
地
域
振
興
課　

課
長　

上
谷
仁
志

上
島
芳
広
、
南　

哲
也
、
江
崎　

仁
、
山

下
美
香

■
市
民
生
活
課　

課
長　

志
田
浩
一

平　

和
子
、
田
中
元
吉
、
上
谷
久
子
、
西

本
智
一
、
藤
本
諭
司
、
江
川
泰
光
、
嶋
田

有
一
郎

■
健
康
福
祉
課　

課
長　

片
岡
出
水

迫
田
文
子
、
稲
田
隆
司
、
竹
中
秀
美
、
宮

地
辰
次

■
産
業
建
設
課　

課
長　

原
田
重
隆

山
口
博
重
、
吉
田　

昇
、
鈴
木
正
和
、
三

■
健
康
推
進
課　

課
長　

岡
田
景
子

辻
本
美
由
喜
、
宮
本
節
子
、
山
本
和
美
、

妹
尾
よ
し
子
、
釜
本
し
の
ぶ
、
難
波　

護
、

徳
若
澄
子
、
寺
尾
峰
子
、
藤
井
夕
子
、
山

田
明
日
香

■
高
齢
者
支
援
課　

課
長　

浜
子
尊
行

妹
尾
隆
志
、
秋
田
繁
彦
、
藤
井
恵
子
、
石

田
幸
治
、
三
浦
祥
靖
、
大
倉
和
美
、
開
本

和
政
、
中
島
一
郎

■
子
育
て
支
援
課　

課
長　

大
橋
一
巳

森
脇
明
美
、
谷
岡
理
江
、
難
波
利
光
、
小

山
桂
子

蒜
山
振
興
局
長　

宍
戸　

学

■
総
務
課　

課
長　

行
田
東
洋
治

池
田
知
明
、
小
谷
英
一
、
高
見　

智
、
池

田
尚
義
、
志
賀
祥
郎
、
山
岡
睦
江
、
池
田

範
行
、
森　

文
子
（
岡
山
県
よ
り
派
遣
）

■
地
域
振
興
課　

課
長　

西
尾
節
男

宮
本
隆
志
、
林　

光
昭
、
中
島
敏
一
、
法

華
英
司

■
企
画
観
光
課　

課
長　

大
美
康
雄

橋
本
敏
郎
、
立
田
雅
幸
、
行
田
修
司

■
市
民
福
祉
課　

課
長　

丸
山
立
志

総�
務�
課�

地�
域�
振�
興�
課�

市�
民�
生�
活�
課�

健�
康�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

北房支局�

総�
務�
課�

地�
域�
振�
興�
課�

国�
体�
推�
進�
室�

市�
民�
生�
活�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

落合支局�

総�
務�
課�

地�
域�
振�
興�
課�

健�
康�
福�
祉�
課�

久世支局�

市�
民�
生�
活�
課�

健�
康�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

勝山支局�

地�
域�
振�
興�
課�

市�
民�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

美甘支局�

総�
務�
課�

地�
域�
振�
興�
課�

市�
民�
福�
祉�
課�

湯原支局�

産�
業�
建�
設�
課�

蒜
山
振
興
局

北
房
支
局

落
合
支
局
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金
盛
廣
美
、
竹
田
宏
子
、
浜
子
伸
枝
、
大

熊
江
美
子
、
梶
岡
亘
子
、
兵
江
美
保
、
渡

邊
義
和
、
初
本
和
則
、
柿
本
太
恵
子

■
産
業
建
設
課　

課
長　

美
甘
宗
章

池
田　

実
、
片
山
祐
治
、
横
木
隆
文
、
牧

朋
子
、
片
山　

誠
、
美
甘
晶
彦
、
渡
邊　

仁
、
明
村　

豊
、
井　

雅
樹
、
鈴
木
晃
和
、

西
田
周
吾

二
川
出
張
所　

西
田
眞
人

　
中
和
支
局
長　

進　

富
長

（
兼　

蒜
山
振
興
局
次
長
）

■
地
域
振
興
課　

課
長　

入
澤
鋭
之

実
原
将
治
、
山
中
智
子

■
市
民
福
祉
課　

課
長　

中
島
英
利

藤
井
英
子
、
池
田
千
登
勢
、
美
甘
英
之

■
産
業
建
設
課　

課
長　

西
村
孝
男

渡
辺
修
二
、
小
谷
千
寿
、
曽
根
田
豊
、
津

村
昌
宏

　
川
上
支
局
長　

多
久
間　

稔

（
兼　

蒜
山
振
興
局
次
長
）

義
裕
、
田
村
政
志
、
山
崎
哲
央

美
甘
支
局
長　

西
尾
元
志

■
地
域
振
興
課　

課
長　

横
山
泰
治

樋
口
忠
生
、
行
安
太
志
、
樋
口
竜
悟
、
金

�
正
一

■
市
民
福
祉
課　

課
長　

西
山
秀
実

安
藤
紀
子
、
柴
田
英
男
、
芦
川　

徹
、
西

原
靖
裕
、
黒
田
麻
子

■
産
業
建
設
課　

課
長　

池
田
和
道

戸
田
典
宏
、
杉
本
隆
弘
、
小
山　

隆
、
柴

田
正
人
、
高
島
真
司
、
坂
本
典
明

　
湯
原
支
局
長　

池
亀　

進

■
総
務
課　

課
長　

福
田
町
子

藤
井
幸
枝
、
大
熊　

昭
、
渡
辺　

誠
、
池

田
正
昭
、
御
船
晃
司

■
地
域
振
興
課　

課
長　

樋
口　

登

三
船
卓
郎
、
足
利
百
合
子
、
牧
田　

豊
、

長
須
久
美
子
、
本
田
和
宏
、
升
本
裕
文

■
市
民
福
祉
課　

課
長　

佐
藤　

守 

久
世
支
局
長　

仁
枝　

章

■
総
務
課　

課
長　

安
東
保
夫

金
崎
文
博
、
山
崎
康
之
、
實
村
史
子

■
地
域
振
興
課　

課
長　

綱
島
一
夫

篠
山
宏
之
、
内
山
恵
美
子
、
谷
岡
孝
久
、

岩
野
哲
治
、
横
山
智
史

■
健
康
福
祉
課　

課
長　

山
中
和
広

清
友
義
治
、
田
中
智
子
、
山
崎
博
子
、
大

森
俊
明
、
井
田
久
実
子
、
廣
瀬
陽
美
、
三

村
珠
実

勝
山
支
局
長　

榊　

勝
昭

■
市
民
生
活
課　

課
長　

岡
田
文
雄

笠
原
智
津
子
、
重
藤
喜
久
枝
、
黒
田
裕
子
、

豊
田
雅
俊
、
角
田
正
樹
、
横
山
み
ど
り

■
健
康
福
祉
課　

課
長　

古
谷
澤
子

栩
原
巻
江
、
山
田
昌
子
、
綱
島
直
彦
、
門

野
陽
子
、
赤
松
俊
宏
、
川
上
美
千
子

■
産
業
建
設
課　

課
長　

八
田
洋
介

古
南
洋
一
、
山
口
恵
子
、
広
岡
寿
史
、
西 

知
之
、
栗
栖
友
紀
子
、
土
井
規
裕
、
古
林

地�
域�
振�
興�
課�

市�
民�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

市�
民�
福�
祉�
課�

産�
業�
建�
設�
課�

中和支局�川上支局�

真�
庭�
市�
議�
会�

事�
務�
局�

監�
査�
委�
員�
会�

事�
務�
局�

選�
挙�
管�
理�
委�
員�
会�

事�
務�
局�

固�
定�
資�
産�
評�
価�
審�
査�
委�
員�
会�

事�
務�
局�

教育委員会事務局�

真庭市�
教育委員会�

教�
育�
総�
務�
課�

学�
校�
教�
育�
課�

文�
化�
財�
課�

蒜�
山�
分�
室�

教育長�

各�
小�
中�
学�
校�

各�
幼�
稚�
・�
児�
園�

真庭市の�
機構と人事�
真庭市の�
機構と人事�

久
世
支
局

勝
山
支
局

湯
原
支
局

中
和
支
局

川
上
支
局

美
甘
支
局
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■
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合

所
長　

水
嶋　

衛

■
岡
山
県 

大
塚
慎
一
、
乾
大
三
郎
、
野
川　

崇
、
柴
田

撤
範
、
八
木
和
樹

　
■
北
房
中
央
保
育
園　
 
園
長　
 
前
田
多
賀
子

西
村
桂
子
、
岩
井
美
帆
子
、
平
田
美
香
、
新

田
み
ち
枝

■
北
房
水
田
保
育
園　

園
長　

吉
田
房
江

妹
尾
多
美
子
、
牧
原
美
恵
子
、
鈴
木
千
壽
恵

■
落
合
白
梅
保
育
園　

園
長　

小
出
悦
子

山
口
理
恵
、
桑
田
幸
子
、
藤
田
清
美
、
藤
井

裕
子
、大
戸
恵
美
子
、平
田
真
由
美（
新
採
用
）

■
落
合
ひ
ま
わ
り
保
育
園  
園
長   
仲
島
啓
子

井
原
悦
子
、
柿
本
晃
代
、
岩
崎
由
紀
恵
、
太

田
雅
子
、
河
本
典
子

■
木
山
保
育
園　

園
長　

瀬
島
ミ
チ
ル

長
尾
香
代
子
、
廣　

敏
美
、
金
崎
知
子
、
宮

田
純
子
、
本
元
由
紀
、
竹
原
弘
恵

■
美
川
保
育
園　

園
長　

樋
口　

都

森
本
笑
子
、
池
田
由
子
、
牧
野
ま
ゆ
み
、
太

田
み
き
江

■
教
育
総
務
課　

課
長　

山
口
知
義

布
野
謙
二
、
的
場
敏
恵
、
長
尾
和
則
、
桐
山

博
行
、
片
山
仁
志
、
樋
口　

宏
、
小
林
信
恵
、

樋
口
智
昭

■
蒜
山
分
室
長　

三
船
光
夫

入
澤
真
士
、
新
谷
俊
典

■
学
校
教
育
課 

課
長　

神
田
真
一

中
芝
通
雄
、
児
玉
昌
子
、
山
乗
和
之
、
藤
田

浩
史
、
森
田
美
樹

　
■
文
化
財
課　

課
長　

菱
川
輝
夫

池
上　

博
、
坂
田　

崇

■
久
世
エ
ス
パ
ス
振
興
財
団

事
務
局
長　

氏
平
篤
正

窪
山
博
之

■
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長　

築
澤
敏
夫

事
務
局
次
長　

古
矢
嘉
彦

同
局
次
長
（
湯
原
支
所
長
）　

伊
井
邦
雄

同
北
房
支
所
長 

宮
田　

昇

同
久
世
支
所
長 

池
田
寛
治

同
八
束
支
所
長 

小
谷
宣
好

牧　

恵
子
（
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

二
若
悦
子
、
山
口
好
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
す
ら
ぎ
）、
狩
谷
愛
子
（
居
宅
介
護

支
援
湯
原
事
業
所
）

■
市
民
福
祉
課　

課
長　

本
守　

泉

柴
田
み
つ
子
、
長
尾
悦
子
、
槙
本
ち
さ
と
、

戸
田
裕
子
、
下
平
直
勲
、
清
水
謙
太
郎

■
産
業
建
設
課　

課
長　

狹
間　

強

正
富
昭
夫
、
戸
田
英
正
、
徳
山　

尚
、
有
富

征
洋
、
池
田
博
文
、
徳
山
真
二
郎
、
清
水
万

理■
会
計
課　

課
長　

若
佐
貞
夫

杉
原
正
子
、
大
垣
宣
雄
、
瀧
�　

太
、
坂
本

良
典
、
佐
山
布
久
江
、
稲
田
真
穂

■
議
会
事
務
局　

局
長　

長
尾　

等

山
田
初
枝
、
桑
田
常
男
、
石
田
美
智
香
、
大

倉
寿
仁

■
監
査
事
務
局　

局
長　

林　

徳
志

大
石
泰
弘

　
教
育
次
長　

樋
口
正
三

保
育
園

●▲ 美甘庁舎開庁式 ●▲ 北房庁舎開庁式 ●▲ 落合庁舎開庁式 ●▲ 久世庁舎開庁式

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局

派
遣
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郎
、
池
田
精
二
、
宮
本
卓
弥　

　
■
国
民
宿
舎
桃
李
荘   
支
配
人　

池
田　

勉

樋
口
正
憲

■
津
黒
高
原
荘　

曲　

修
平

■
さ
さ
ぶ
き
苑　

所
長　

小
島
正
行

湯
浅
苗
美
、
行
本
み
さ
、
綱
島
か
よ
こ
、
山

崎
穣
司
、
佐
々
木
明
美
、
入
江
孝
枝
、
矢
谷

珠
子
、
馬
場
ま
ゆ
み
、
中
山
秀
子
、
花
本
和

ヱ
、
高
谷
房
子
、
西
村
の
ぞ
み
、
花
本
し
ず

か（
新
採
用
）、山
崎
弘
子（
新
採
用
）

■
真
庭
火
葬
場　

新
後
雅
則

真
庭
市
消
防
本
部 

消
防
長　

消
防
監　

池
田
悦
雄　

（　

）
内
は
、
真
庭
消
防
署
配
属
課

■
総
務
課

課
長　

消
防
司
令
長　

森　

稔

近
藤
晶
彦
、半
田　

伝（
１
課
）、原
田
孝
詞
、

（
２
課
） 
黒
田
茂
樹（
１
課
）、西
村　

陵
（
２

課
）、今
石
明
宏
（
新
採
用
）、
下
村
知
之
（
新

採
用
）、
樋
口
真
弘
（
新
採
用
）

■
警
防
課　

課
長　

消
防
司
令
長　

岡
田　

建

締
次  
保
（
１
課
）、
松
田
秀
介
（
２
課
）、

■
二
川
保
育
所

牧
田
雅
枝
、
三
�
志
保

■
中
和
保
育
園　

園
長　

坂
手
東
枝

前
田
茂
美
、
久
保
田
ゆ
か
り

■
八
束
保
育
園　

園
長　

山
本
せ
つ
子

眞
壁
す
ま
子
、
中
島
善
子
、
宮
永
照
世
、
小

谷
恵
子
、
池
田
比
呂
子
、
池
田
明
美
、
原　

範
美

■
川
上
保
育
園　

園
長　

大
塚
倫
子

徳
山
里
恵
、
石
賀
喜
久
美
、
丸
山
恭
子
、
山

根
満
知
子
、
池
田
隆
子

■
旭
水
苑　

所
長　

福
井
秀
明

瀬
島
範
典
、
三
頭
芳
昭
、
高
田
和
彦
、
菱
川

俊
幸
、
横
木
敬
司

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ　

所
長　

孝
井
道
則

川
元
信
義
、
長
迫　

毅
、
中
西　

啓
、
小
野

勝
哉
、
伊
達
宏
行
、
伴　

義
之
、
高
橋
伸
恵
、

�
尾
高
行
、
新
幸
和
徳
、
坂
本　

徹　

　
■
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長　

津
田
正
夫

伊
田
浩
三
（
兼　

北
部
火
葬
場
）、
野
島
教

子
（
兼　

北
部
火
葬
場
）、
下
原
浩
史
、
三

谷
正
彦
、
兵
江
吉
博
、
小
椋
潤
治
、
立
田
浩

■
河
内
保
育
園　

園
長　

近
藤
加
代
子

曽
根
晶
子
、
妹
尾
雅
子
、
今
石
佳
世
子

■
旦
土
保
育
園　

園
長　

植
木
敬
子

田
中
順
子
、
山
内
由
美

■
久
世
保
育
園　

園
長　

丸
山
明
美

山
崎
美
紀
子
、
森
本
由
子
、
山
崎
弥
生
、
川

崎
美
名
子
、
馬
場
裕
美

■
久
世
第
二
保
育
園　

園
長　

森
田
博
子

灰
原
昭
江
、
住
田
希
代
子
、
難
波
明
美
、
水

澤
敬
子
、
�
山
美
幸
、
多
田
和
広
（
新
採
用
）

■
勝
山
保
育
園　

園
長　

河
内
富
美
子

山
本
京
子
、
青
木
智
恵
子
、
近
藤
玲
子
、
庄

司
悦
子
、
池
田
敬
江
、
孝
井
洋
子
、
山
本
久

美
子
、
山
谷
真
由
美

■
月
田
保
育
園　

園
長　

松
尾
照
惠

山
本
典
子
、
大
澤
智
枝
、
高
谷
千
歳

■
富
原
保
育
園　

園
長　

松
浦
志
お
り

池
田
里
子
、
高
谷
み
ず
き
、
宮
田
節
子

■
美
甘
保
育
園　

園
長　

檀　

多
賀
子

内
田
典
子
、
砂
村
由
香
、
島
田
淳
子

■
久
見
保
育
園　

園
長　

井
田
淑
子

各
務
和
代
、
中
田
百
合
子
、
和
田
加
恵
、
久

本
智
子
、
吉
原
幹
枝
、
山
口
洋
子
、
森
本
王

子

●▲ 川上庁舎開庁式 ●▲ 八束庁舎開庁式 ●▲ 中和庁舎開庁式 ●▲ 湯原庁舎開庁式

各
機
関
及
び
施
設

真
庭
市
消
防
本
部
・
消
防
署
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手
島
泰
語
、
土
肥
真
由
美
、
小
谷
明
彦

■
看
護
部　

部
長
は
前
記

療
養
型
病
棟
（
１
階
）

看
護
科
長　

植
田
裕
恵
（
看
護
部
次
長
）

大
前
久
美
子
、
小
椋
し
ず
恵
、
実
原
京
子
、

芦
立
美
津
子
、
伊
井
明
美
、
宍
戸
洋
子
、
坂

口
美
佐
江
、
杉
本
康
恵
、
切
明
弘
美

一
般
病
棟
（
２
階
）

看
護
科
長　

池
田
幸
子
、
同　

西
原
美
佐
子

三
牧
真
弓
、
山
本
久
仁
枝
、
中
島
千
代
子
、

岩
谷
恵
子
、
佐
藤
寿
美
子
、
佐
田
純
子
、
池

本
良
子
、
大
西
直
美
、
三
村
加
代
子
、
石
坂

宏
美
、
渡
辺
早
苗
、
本
田
宏
美
、
谷
本
貴
子
、

中
村
仁
美
、
吉
岡
裕
美
、
実
原
由
希
絵
、
西

井
映
子
、
横
山　

愛
、
上
山
智
子
、
吉
岡
美

智
（
新
採
用
）

外
来

看
護
科
長
、
竹
内
里
美
、
同　

片
山
裕
子

石
田
和
子
、
木
下
典
子
、
清
水
圭
子
、
稲
岡

智
恵
美
（
新
採
用
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

看
護
科
長
心
得　

三
船
か
ず
こ
、
美
甘
ま
ど

か■
技
術
部　

部
長
心
得
（
栄
養
科
長
）　

神
谷
美
津
恵　

栄
養
科

樋
口
静
子
、
谷
口
ひ
と
み
、
藤
田
冨
美
子
、

目
瀬
節
子
、
藤
元
智
恵
子
、
宮
本
和
子
、
金

田
美
栄
子

臨
床
検
査
科　

科
長　

三
船
ま
さ
江

小
谷
朋
子　
　

湯
原
分
署

分
署
長　

消
防
司
令　

戸
田
善
雄

豊
田
行
知
、
森
木　

茂
、
太
安
哲
教
、
宮
本

丈
嗣
、
山
本
勝
敏
、
佐
々
木　

誠
、
藤
本
隆

司
、
西
尾
浩
樹
、
北
本
有
作
、
森
木
賢
二

美
新
分
署

分
署
長 

消
防
司
令　

長
尾
貴
行

表
江  
操
、
宮
本
勝
昭
、
大
森
幹
夫
、
森
木

勲
、
野
村
尚
文
、
柴
田  
進
、
大
森
龍
也
、

横
山
周
作
、
松
田
和
也
、
森  
和
徳

北
房
分
署

分
署
長 

消
防
司
令　

吉
川
隆
志

小
田
耕
吉
、
西
山
定
明
、
安
田  
一
、
成
田

校
一
郎
、
宮
林
克
己
、
国
米
哲
也
、
川
端
利

治
、
福
田
晋
一
、
上
原
聖
士
、
山
�
圭
介

院
長　
　

川
上
俊
爾

副
院
長　

藤
井
紀
彦
、

内
科
医
長　

岡　

孝
一

整
形
外
科
医
長 

長
尾
昭
二

医
師　

瀬
原
吉
英
（
岡
山
県
派
遣
）

医
師　

中　

圭
介
（
岡
山
県
派
遣
）

医
師　

遠
藤
重
人
（
非
常
勤
）

看
護
部
長　

山
谷
富
美
枝
（
副
院
長
・
嘱
託
）

■
事
務　

事
務
長　

北
浦
信
夫
（
嘱
託
）

事
務
次
長　

竹
内
紀
吉

浅
田
光
明
（
１
課
）、
原  
克
之
（
２
課
）

志
田
勝
彦
（
２
課
）、
川
上
修
司
（
１
課
）

家
原
隆
晃
（
２
課
）、
佐
藤
聡
一
（
１
課
）

三
村
明
弘
（
１
課
）、
河
野
宏
幸
（
１
課
）

■
予
防
課

課
長　

消
防
司
令
長　

川
端   
晃

梶
谷
繁
美
（
２
課
）、
曲　

美
樹
、
日
笠
秀
美
、 

森
岡
久
豊
（
２
課
）、
八
幡
兼
三
（
１
課
）

池
田
敏
朗
（
１
課
）、
井
手
義
勝
（
１
課
）

市　

博
嗣
（
２
課
）、
川
�
賢
次
（
２
課
）

小
椋
弘
之
（
２
課
）、
米
山
一
行
（
１
課
）

稲
田
勝
信
（
２
課
）

■
真
庭
消
防
署 

署
長　
　

消
防
司
令
長　

岡
田　

建

消
防
１
課

課
長　

消
防
司
令
長　

横
山　

陽

※
課
員
は
消
防
本
部
で
記
載

消
防
２
課

課
長　

消
防
司
令
長　

庄
司
信
幸

※
課
員
は
消
防
本
部
で
記
載

通
信
指
令
室

室
長　
  
消
防
司
令　

植
田
増
實
（
１
課
）

伊
井
定
敏
（
２
課
）、
牧
本
武
之
（
１
課
）

大
美　

勝
（
２
課
）、
池
田
直
正
（
２
課
）

入
江
寛
誠
（
１
課
）

蒜
山
分
署

上
級
分
署
長　

消
防
司
令
長　

長
須   
豊

赤
木
重
久
、
西
原
義
治
、
山
本
満
之
、
長
恒

繁
、
田
辺
展
仁
、
御
船　

侍
、
山
田
五
郎
、

真
田
栄
治
、
多
久
間　

剛
、
西
田
信
一

真庭市長�

予�
防�
課�

警�
防�
課�

総�
務�
課�

通�
信�
指�
令�
室�
１�

本�
署�
１�

蒜�
山�
分�
署�
１�

湯�
原�
分�
署�
１�

美�
新�
分�
署�
１�

北�
房�
分�
署�
１�

通�
信�
指�
令�
室�
２�

本�
署�
２�

蒜�
山�
分�
署�
２�

湯�
原�
分�
署�
２�

美�
新�
分�
署�
２�

北�
房�
分�
署�
２�

消防１課�消防２課�

消防長�

真庭市消防本部・真庭消防署組織図�

消防署長�

湯
原
温
泉
病
院

MANIWA ��

●▲ 真庭消防本部・真庭消防署
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■
八
束
小
学
校　

友
金
文
香
、
村
上
洋
美
、

田
沢
恵
美
子

■
川
上
小
学
校　

三
谷
雅
江
、
二
若
ま
ゆ
み
、

長
見
寿
子
、
小
谷
昭
江
、
池
田
さ
つ
き

■
北
房
中
学
校　

桝
本
喜
與

■
落
合
中
学
校　

大
塚
貞
江
、
山　

典
香
、

三
頭
洋
子
、
妹
尾
一
恵
、
好
田
景
子
、
芦
田

誠
子
、
林　

由
美
子

■
久
世
中
学
校　

池
田
洋
子
、
吉
永
美
貴
子
、

赤
木
洋
子
、
入
江
ひ
で
み
、
河
野
多
巳
江
、

花
本
雅
子

■
湯
原
中
学
校　

樋
口
泉
江
、
山
邊
由
美
子

■
蒜
山
中
学
校　

小
谷
辰
子
、
小
芦
美
恵
子
、

山
崎
留
美
、
長
尾
志
乃
婦

■
北
房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

土
井
章
代
、

田
中
恵
子
、
鉾　

美
代
子
、
生
田
か
お
り

■
勝
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場　

丸
山
昭

良
、
植
田
政
枝
、
近
藤
民
子
、
牧　

真
澄
、

■
美
甘
学
校
給
食
共
同
調
理
場

神
谷
美
紀
江
、
藤
本
明
希
子

植
田
和
美
（
新
採
用
）

■
樫
邑
幼
稚
園　

吉
井
陽
子

■
余
野
幼
稚
園　

木
村
こ
ず
恵

■
城
北
幼
児
園　

園
長　

宮
田
裕
子

■
中
津
井
小
学
校　

脇
田
幸
枝

■
呰
部
小
学
校　

黒
田
よ
し
子

■
水
田
小
学
校　

上
田
幸
子

■
落
合
小
学
校　

宮
次
眞
弓
、
川
崎
奈
保
子

■
天
津
小
学
校　

奥
谷
一
恵
、
名
和
京
子

■
津
田
小
学
校　

福
島
須
賀
子

■
上
田
小
学
校　

國
米
敏
江

■
木
山
小
学
校　

福
井
和
世

■
木
山
小
学
校
日
野
上
分
校　

神
尾
恵
美
子

■
美
川
小
学
校　

今
石
美
幸
、
桑
田
博
子

■
別
所
小
学
校　

稲
岡
た
み
子

■
河
内
小
学
校　

森
下
桂
子
、
村
松
美
江
子

■
川
東
小
学
校　

谷
本
博
美
、
野
田
八
重
子
、

木
下
輝
子

■
遷
喬
小
学
校　

竹
下
信
恵
、
赤
木
志
津
子
、

半
田
智
子
、
下
尾
由
紀
美
、
三
垣
富
美
恵
、

森
原
春
子

■
草
加
部
小
学
校　

前
田
良
子

■
米
来
小
学
校　

杉　

千
賀
子
、
瀬
尾
裕
恵
、

笹
井
悟
子

■
樫
邑
小
学
校　

山
下
里
子

■
余
野
小
学
校　

永
田
美
智
子

■
湯
原
小
学
校　

山
�
勝
美
、
池
田
敦
子
、

板
持
喜
美
江

■
二
川
小
学
校　

小
椋
瑞
穂
、
芦
田
仁
美

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

科
長　

渡
辺
郁
子

牧
田
功
士
、
須
田
淳
子
、
横
山
暁
大

曽
我
修
治

放
射
線　

和
田
安
弘
、
浅
尾
佳
奈（
新
採
用
）

薬
剤
師　

佐
子
佳
江
、
井
手
貴
士

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
長　

原
田
知
葉
乃

長
尾
美
恵
子

居
宅
介
護
支
援
事
業
所　

岡
崎
訓
久

　
　■

中
津
井
幼
稚
園　

平
岡
幸
江
、
坂
本
晃
子

■
呰
部
幼
稚
園　

奥
田
美
世
子
、
西
谷
弘
江

■
呰
部
幼
稚
園
阿
口
分
園　

大
植
ち
ず
子

■
上
水
田
幼
稚
園　

伊
賀
久
枝
、
齋
藤
美
貴

恵■
落
合
中
央
幼
稚
園　

園
長　

徳
山
妙
子
、

樋
口
麻
里
子

■
天
津
幼
稚
園　

福
島
真
喜
子
、
曽
根
可
奈

子
（
新
採
用
）

■
美
川
幼
稚
園　

園
長　

行
部
富
子
、
林　

朝
子

■
河
内
幼
稚
園　

山
本
知
子
、
真
島
美
香

■
川
東
幼
稚
園　

園
長　

古
矢
伴
江
、
松
尾

奈
美
恵

■
久
世
幼
稚
園　

園
長　

山
根
ひ
と
み
、
長

迫
千
恵
、
大
谷
く
り
子
、
井
手
隆
子
、
小
山

由
加
里
、
渡
部
奈
緒
、
秋
元
芳
世
子
（
新
採

用
）、
丸
山
達
夫
（
新
採
用
）

■
草
加
部
幼
稚
園　

妹
尾
三
恵

■
米
来
幼
稚
園　

福
島
こ
ず
恵
、
横
山
智
江
、

病�
院�
事�
務�

開設者　真庭市長�

院長�

看�
護�
部�

技�
術�
部�

医�
局�

副院長� 副院長� 事務長�

ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

訪

問

看

護

�

居

宅

介

護

�

支
援
事
業
所�

湯
原
温
泉
病
院�

組
織
図�

真
庭
市
の
機
構
と
人
事�

真
庭
市
の
機
構
と
人
事�

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

給
食
セ
ン 
タ
ー

�� M A N IWA
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野鳥観察会

　
　

　

落
合
地
区
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、
講

師
に
全
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優

勝
を
果
た
し
た
新
見
第
１
中
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
、
柳
井
清
志

さ
ん
を
招
い
て
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

対
象
は
真
庭
市
在
住
の
小
学
生
か
ら

高
校
生
、
お
よ
び
指
導
者
で
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�　

午
前
９
時
〜

１５

午
後
１
時

場
所　

落
合
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド

参
加
費　

５
０
０
円
（
定
員　

名
）

４０

受
付
締
切　

５
月　

日
�

１１

※
グ
ロ
ー
ブ
・
ス
パ
イ
ク
は
持
参

申
し
込
み
先　

落
合
公
民
館
内
同
委

員
会　

℡
０
８
６
７（　

）３
３
１

５２

５

　

勝
山
の
富
原
地
区
は
昔
か
ら
お
茶

の
産
地
で
、
今
年
も
新
茶
の
摘
み
取

り
が
始
ま
り
ま
す
。
５
月
５
日
（
木
・

祝
）、
午
前
９
時
か
ら
「
富
原
お
茶
ま

つ
り
」
を
八
幡
神
社
（
若
代
）
で
行

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
摘
み
た
て
の
お
茶
を
召
し
上

が
り
ま
せ
ん
か
。

※
駐
車
場
は
富
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
支
局
産
業
建

設
課　

℡
０
８
６
７（　

）２
９
２

４４

７　

　

健
康
や
つ
か　

推
進
委
員
会
で
は
、

２１

毎
月
７
日
の
健
康
の
日
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
は
新

緑
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
自
然
牧

場
公
園
か
ら
ウ
ッ
ド
パ
オ
ま
で
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
往
復
し
ま
す

（
約　

㌔
）。
蒜
山
の
新
緑
を
一
緒
に

１０

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
７
日
�　

午
後
３
時
〜

場
所　

自
然
牧
場
公
園
（
蒜
山
富
山

　

根
）
集
合

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
振
興
局
市
民

福
祉
課　

℡
０
８
６
７（　

）２
５

６６

１
０

　

真
庭
市
内
で
行
わ
れ
る
朝
市
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
新
鮮
な
特
産
物
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

久
世
軽
ト
ラ
朝
市　

５
月　

日
�　

１５

　

午
前
８
時
〜　

時　

分

１０

３０

　

久
世
エ
ス
パ
ス
土
広
場

　

�問
 
　

市
役
所
農
業
振
興
課　

　

℡
０
８
６
７（　

）１
０
３
１

４２

湯
原
温
泉
あ
さ
市　

毎
週
日
曜
日　

　

午
前
７
時
〜
９
時　

湯
原
温
泉
街

　

�問
 
　

湯
原
支
局
産
業
建
設
課

　

℡
０
８
６
７（　

）２
０
１
５

６２

  
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
講
習
会

 
一 
流
の
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

  
富
原
お
茶
ま
つ
り

  
お
茶
の
産
地
へ
ど
う
ぞ

  
健
康
や
つ
か　

ウ
ォ
ー
ク

21

  
歩
く
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り

  
朝
市
情
報

  
地
域
の
特
産
物
が
ず
ら
り

　新緑のあふれるさわやかな蒜山

高原で野鳥観察を楽しみませんか。

ガイドがつきますので、現地に集

合してください。

■日程と場所および集合場所

５月１０日�　山陽休暇村周辺

　山陽休暇村集合

１１日�　 三  平 山森林公園
み ひら

　三平山森林公園広場集合

１２日�　自然運動公園

　川上小学校集合

１３日�　蒜山大山スカイライン周辺

　休暇村蒜山高原レストハウス集合

■集合時間　午前５時３０分

※雨天の場合は中止です。観察時

　間は１時間程度です。

■問い合わせ先　蒜山振興局企画

　観光課　℡ ０８６７―６６―３６１２

ブ ナ林 ウ ォ ー ク5 月 2 9 日 �
��������������

津黒いきものふれあいの里（中和）では、動植物とのふれあいを体験しなが
ら自然と人とのよりよい関係を考えていきます。今回、新緑の山乗渓谷をブ
ナ林を目指してウォーキングを行います。
■参加費  500円　■持ち物　弁当、水筒、帽子、防寒着（歩きやすい格好で）
■申し込み先　ささゆり館　真庭市蒜山下和1077　℡ 0867―67―7011 新緑のブナ林

��������

�������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�����������

�������������

�����������

�������������

�������

�������������

代表電話番号

M A N IWA ��

真庭市の人口
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ク
リ
エ
イ
ト 
菅  
谷 
の
牧
場
で
わ
ら

す
げ 
だ
に

び
採
り
と
、
工
房
で 
宇  
南  
寺 
焼
き
の

う 

な
ん 

じ

陶
芸
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
�　

午
前　

時
〜

１０

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）

参
加
費　

大
人
１
、
５
０
０
円　

子

　

ど
も
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

定
員　
　

名
（
先
着
）

３０

申
し
込
み
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷　

　

℡
０
８
６
７（　

）２
０
４
４

５６

　

ロ
マ
ネ
ス
ク
遷
喬
の
会
が
、
落
語

家
、
桂
南
光
の 
噺 
を
聞
く
会
を
開
催

は
な
し

し
ま
す
。
落
語
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�　

開
演
午
後
７

１３

　

時
場
所　

旧
遷
喬
小
学
校
（
久
世
）

入
場
料　

２
、
０
０
０
円

※
お
子
さ
ま
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
座
布
団
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

松
坂
内
科　
　
　

　

℡
０
８
６
７（　

）３
３
０
０

４２

　

真
庭
吹
奏
楽
団
レ
ヴ
ー
ル
が
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
管
楽
器
を

中
心
と
し
た
楽
団
の
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�　

開
演
午
後　

１５

　

２
時　

分
３０

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

代
表　

富
松
文
治

　

℡
０
８
６
７（　

）１
３
２
２

５２

　

蒜
山
の
夏
山
登
山
の
安
全
を
祈
願

す
る
山
開
き
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�　

神
事
開
始
午

２２

　

前　

時
〜

１１

場
所　

塩
釜
石
彫
公
園
（
蒜
山
下
福

　

田
）

問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
観
光
協
会　

　

℡
０
８
６
７（　

）３
２
２
０

６６

　

真
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証　
４０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
Ｖ
リ
ー
グ

で
活
躍
中
の
、
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー

ビ
ー
ズ
と
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
招
待
試
合

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
�　

午
後
２
時
〜

２８

場
所　

白
梅
総
合
体
育
館
（
落
合
）

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ

　

ク
ラ
ブ
事
務
局　

℡
０
８
６
７　

　

（　

）２
１
９
１

４４

　

夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
で
は
、
県
北
で
活
動
す
る

和
太
鼓
集
団
９
団
体
が
一
同
に
集
結

す
る
「
夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
熱
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
和
太
鼓
の
響
き
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
５
日
�　

午
後
１
時
〜

場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
土
広
場

入
場　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
エ
ス
パ
ス
振

　

興
財
団　

℡
０
８
６
７（　

）７
０

４２

　

０
０

  
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

  
わ
ら
び
採
り
と
陶
芸
体
験

  
第　

回
久
世
南
光
亭

11

   
寄  
席 
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す

よ 

せ

  
レ
ヴ
ー
ル
定
期
演
奏
会

  
市
民
の
吹
奏
楽
団

  
蒜
山
山
開
き

  
登
山
の
安
全
を
祈
願
し
て

  
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合

  
Ｖ
リ
ー
グ
が
や
っ
て
く
る
！

  
夏
彩
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  
県
北
の
和
太
鼓
集
団
が
集
結

ポリオ予防接種
北房 � １０日�　１３：１５～１３：４５

　　　北房文化センター

落合 � １８日�　１３：３０～１４：００

　　　落合老人福祉センター

久世 � ２４日�　１３：３０～１４：００

　　　久世保健福祉会館

勝山 � １２日�　１４：００～１４：３０

　　　勝山保健福祉センター

美甘 � ２０日�　１３：１５～１３：３０

　　　美甘保健文化センター

湯原 � ２７日�　１４：００～１４：１０

　　　湯原保健福祉センター

中和 � １１日�　１３：１５～１３：３０

　　　中和診療所

八束 � １７日�　１４：００～１４：３０

　　　八束保健センター

川上 � ３１日�　１３：３０～１４：００

　　　川上保健センター

�月

岡山国体開催記念

�� MANIWA

交流体験施設

匠 蔵オ ープン
6月5日�
■記念式典 11:00～

勝山・町並み保存地区内の旧
しょう油蔵の改築が完了し
ました

NPO法人 勝山・町並み委員会主催　

開館記念シンポジウム（入場無料）
■基調講演   13:30～
　夢ある町づくりへの挑戦
　講師　大原謙一郎氏（大原美術館理事長）
■パネルディスカッション
　パネリスト
　元ジャンムーラン・オーナーシェフ ほか

■問い合わせ先　市役所観光課　℡ 0867―44―2647

北房英賀公園
ミニ ゴ ルフ場会員募集
　北房では、晴れの国おかやま国
体のゴルフ（少年男子）競技が備
中高原北房カントリー倶楽部に
おいて開催されます。
　これを記念し、より多くの方に
ゴルフ競技に親しんでいただこ
うと北房 英  賀 公園ミニゴルフ場

あ が

の会員を募集しています。
　会員の期間は、申し込みから１
年間で、シルバー会員、おしどり
会員などがあります。１回のプレ
ー料金がビジターよりも割安と
なります。

問い合わせ先
英賀公園ミニゴルフ場
TEL ０８６６―５２―４７３５
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休日急患担当医

　

真
庭
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
・

短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院
な
ど
に

在
学
す
る
生
徒
・
学
生
を
対
象
に
、

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切　

５
月　

日
�

２０

奨
学
金
額　

月
３
万
円
以
内
（
高
校

生
は
２
万
円
以
内
）

募
集
人
員　
　

名
ま
で

２０

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課　

℡
０
８
６
７（　

）１
１

５２

８
１

　

旧
北
房
町
の
国
税
に
関
す
る
取
り

扱
い
は
、
７
月
１
日
か
ら
高
梁
税
務

署
か
ら
久
世
税
務
署
に
管
轄
が
変
わ

り
ま
す
。
変
更
に
伴
う
届
出
な
ど
は

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
税
務
署

　

〒
７
１
９
―
３
２
９
１　

真
庭
市

鍋
屋
８
―
１　

℡
０
８
６
７ 

（　

）０
４
５
０　

４２

　

真
庭
市
内
の
業
者
に
お
い
て
、
物

品
（
印
刷
、
事
務
用
品
、
日
用
雑
貨
、

機
械
機
器
、
燃
料
な
ど
）
の
指
名
願

い
を
旧
町
村
に
よ
っ
て
は
提
出
し
て

い
な
い
業
者
が
あ
る
た
め
に
、
業
者

を
追
加
募
集
し
ま
す
。
５
月　

日
�

１６

ま
で
に
、
市
役
所
総
務
部
管
財
課
（
勝

山
庁
舎
内
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
管
財
課
お
よ
び
各
支

局
総
務
課
・
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
総
務
部
管

財
課　

℡
０
８
６
７（　

）２
６
１

４４

８　

　

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

１７

付
期
限
は
５
月　

日
�
で
す
。
市
税

３１

（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康

保
険
税
）
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
各
月
最
終
日
で
す
。
た
だ
し
、

　

月
は　

日
�
に
な
り
ま
す
。
お
忘

１２

２６

れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
税
課

　

℡
０
８
６
７（　

）１
１
１
４

４２

　

３
月　

日
、
勝
山
警
察
署
は
真
庭

３１

警
察
署
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
管

轄
は
真
庭
市
（
旧
北
房
町
を
除
く
）

と
新
庄
村
で
す
。
旧
北
房
町
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
か
ら
真
庭
市
の
管
轄

と
な
る
予
定
で
す
。
今
年
度
中
は
高

梁
警
察
署
の
管
轄
と
な
り
ま
す
の

で
、
免
許
証
の
更
新
な
ど
は
、
お
間

違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
警
察
署　
　

　

℡
０
８
６
７（　

）６
１
１
０

４４

　

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
に
（
祝
日
は
除
く
）

開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月　

日
�
、　

日
�

１１

２５

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど

公
的
年
金
制
度
全
般
、
健
康
保
険

に
関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
社
会
保
険
事

務
所　

℡
０
８
６
８（　

）７
１
１

２２

６
ト
マ
ト
銀
行
よ
り
横
断
旗
お
よ
び
夜

光
た
す
き
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  
真
庭
市
奨
学
金

  
奨
学
生
を
募
集

  
旧
北
房
町
は
久
世
税
務
署
に

  
７
月
か
ら
管
轄
が
変
わ
り
ま
す

  
物
品
な
ど
指
名
願
い
の
受
付

  
追
加
募
集
し
ま
す

  
市
税
の
納
付
期
限

  
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

  
真
庭
警
察
署
の
管
轄

  
お
間
違
え
な
く

  
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

  
ご
利
用
く
だ
さ
い

  
篤
志
寄
付

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　国土調査は、正しい測量によっ

て新しく地籍図（測量図）と地籍

簿を作り、土地の正しい位置・形

状・地目・面積を明らかにする調

査です。今年度の調査は下記の地

区で実施します。関係者の方には

事前に連絡しますので、ご協力お

願いします。

■実施地区

　落合　西河内の一部

　勝山　本郷・福谷の一部

　美甘　黒田（三谷山）の一部

　湯原　田羽根・豊栄の一部

　中和　蒜山別所の一部

　川上　蒜山上福田の一部

■問い合わせ先 市役所産業建設部

開発調整課　℡ ０８６７―４２―７７８１

ご協力お願いします

国 土 調 査

M A N IWA ��
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家
庭
内
、
近
隣
間
の
問
題
な
ど
、

人
権
相
談
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

・
勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

５
月

６
日
�
、　

日
�
、
６
月
３
日
�
、

２０

　

日
�　

午
前
９
時
〜
正
午

１７
・
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

６
月
１
日

�　

午
前
９
時
〜
正
午

・
久
世
保
健
福
祉
会
館　

５
月　

日
２０

�
、
６
月
１
日
水
、　

日
�　

午

２２

前
９
時
〜
正
午

・
落
合
中
央
公
民
館　

５
月　

日
１２

�
、　

日
�
、
６
月
１
日
�
、　

１９

１６

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

・
北
房
支
局　

５
月　

日
�
、
６
月

１０

１
日
�
、　

日
�　

午
前　

時
〜

１０

１０

午
後
３
時

・
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

５
月

　

日
�
、
６
月
２
日
�
、　

日
� 

１９

１６

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

・
美
甘
支
局　

６
月
１
日
�　

午
前

　

時
〜
午
後
３
時

１０
・
中
和
す
ず
の
こ
ハ
ウ
ス　

６
月
１

日
�　

午
前　

時
〜
正
午

１０

・
八
束
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

６
月

　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
３ 

２０

１０

時

・
川
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

６
月

　

日
�　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１１

３０

　
　

真
庭
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
で
は
、
岡
山

県
の
魅
力
を
全
国
に
紹
介
す
る
番
組

「
お
ー
い
、
ニ
ッ
ポ
ン　

私
の
・
好
き

な
・
岡
山
県
」
を
放
送
し
ま
す
。

放
送
予
定
日　

５
月　

日
�

２９

　

衛
星
第
２
テ
レ
ビ　

午
前　

時
〜

１０

午
後
７
時
、
デ
ジ
タ
ル
衛
星
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン　

午
後
１
時
〜
３
時

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送

局　

℡
０
８
６（
２
２
７
）１
７
１

４

　

防
衛
庁
で
は
、
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
し
、　

歳
以
上　

歳
未
満
（
大

２０

２６

学
修
士
課
程
修
了
者
は　

歳
未

２８

満
）

受
付
締
切　

５
月　

日
�
（
必
着
）

１３

試
験
日　

５
月　

日
�

２１

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山
地
方

連
絡
部
津
山
出
張
所　

℡
０
８
６

８（　

）５
６
３
７

２２

　

岡
山
県
で
は
、
県
職
員
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

５０

昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
大

５９

学
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人

受
付
期
間　

５
月　

日
�
〜
６
月
３

１６

日
�

１
次
試
験　

６
月　

日
�

２６

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
人
事
委
員

会
事
務
局　

℡
０
８
６
（
２
２
６
）

７
５
６
１

  
特
設
人
権
相
談
所

  
ご
相
談
く
だ
さ
い

  
お
ー
い
、ニ
ッ
ポ
ン

  
岡
山
県
を
８
時
間
生
放
送

  
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

  
募
集
し
ま
す

  
岡
山
県
職
員
募
集

  
多
角
的
な
思
考
が
で
き
る
人
材
を

������
���������

���������
��������������

●スーパーマジックショー

　�月��日���：�����：��の�回公演

　エスパスホール　全席自由　特別価格�,���円

　出演：ふじいあきら、山上兄弟、ナポレオンズ、

　ユージョン☆ファクトリー　

●ESPACE映画祭２００５～映画の愛に酔いしれる

　�本通し券：�,���円（アニメのシャーク・テイ

ルおよびハウルの動く城は対象外）

　各�本券：一般�,���円　高校生以下：���円

　�月�日（火・祝）��：��　オーシャンズ��

　�日（水・祝）��：��　東京タワー　

　�日（木・祝）��：��　シャーク・テイル

　�日（木・祝）��：��　北の零年

　�日� ��：��� ��：��　ハウルの動く城

　��日� ��：�� ローレライ

　　　　 ��：�� オペラ座の怪人

 真庭市誕生記念

●瑠音と歌おうＪポップ・コンサート

　�月�日�　開演��：��　エスパスホール

　全席自由　入場無料　ハガキで申し込み：住所、

氏名、年齢、電話番号、リクエスト曲を記入

　締切　�月��日�

■シネエスパ　�月��日�

　名探偵コナン～水平線上の陰謀

　上映��：��　エスパスホール　全席自由

　一般�,���円　当日�,���円　高校生以下���円

　当日�,���円

■デュオ・アストル  ������  スペインからの来賓

　スパニッシュ・ギター・コンサート

　�月��日�　開演��：��　エスパスホール

　全席自由　一般�,���円

　※小学生以上、未就学児は入場できません

■木乃下真市津軽三味線ライブ ����  和太鼓共演

　�月��日�　開演��：��　エスパスホール　

　全席指定　一般�,���円　

■久世エスパス管弦楽団第３回定期演奏会

　�月��日（月・祝）　開演��：��　エスパスホール

全席自由　一般�,���円　プログラム

　ベートーヴェン：交響曲第�番「運命」ほか

 エスパス８周年記念プレゼント

チケットのお求め、各催しのお問い合せは上記まで

チケットは税込み価格です

�� MANIWA

�����������
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咲
き
誇
る
桜
を
見
な
が
ら
市
内
を

東
西
南
北
に
走
り
回
り
ま
し
た
が
、

わ
た
し
は
勉
強
不
足
。
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
Ｕ
タ
ー
ン
、
道
に
迷
い
ま
く
り

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
地
名

は
ど
う
読
め
ば
い
い
の
か
？
こ
こ
に

は
ど
ん
な
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

か
？
と
い
っ
た
具
合
に
勉
強
開
始
で

す
。
で
す
が
、
取
材
先
で
の
出
会
い

や
会
話
と
笑
顔
を
見
る
の
は
、
そ
れ

以
上
の
楽
し
み
で
す
。
生
ま
れ
た
て

ほ
や
ほ
や
の
「
広
報
ま
に
わ
」
一
年

生
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

山
本
茂
樹
＝
◯茂
 

　

バ
チ
バ
チ
バ
チ
ッ
と
、
も
の
す
ご

い
勢
い
で
炎
が
迫
っ
て
き
ま
す
。
写

真
を
撮
っ
て
い
る
と
一
瞬
に
し
て
煙

に
ま
か
れ
ま
し
た
。
山
焼
き
の
取
材

で
カ
メ
ラ
一
台
の
わ
た
し
に
対
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
は　
 
㌔ 
ほ
ど
の
消
化

２０

水
の
う
を
背
負
い
山
へ
登
っ
て
い
ま

す
。
類
焼
を
防
ぐ
た
め
、
目
は
真
剣

で
す
。
少
し
落
ち
着
い
て
か
ら
「
終

わ
っ
た
あ
と
の
一
杯
は
最
高
で
え
」

と
笑
顔
。
伝
統
の
行
事
に
少
し
だ
け

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
元
気
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

 

福
井　

学
＝
�福
 

　

近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
姿
は
見
慣
れ
て

い
ま
す
が
、
花
の
咲
く
こ
の
時
期
は
、
や
は
り

う
れ
し
い
も
の
で
す
。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
風
景
も

な
か
な
か
の
も
の
で
、こ
の
桜
の
幹
の
力
強
さ

に
は
、
い
つ
も
心 
惹 
か
れ
ま
す
。

ひ

　

わ
た
し
が
小
学
生
の
と
き
、地
域
の
皆
さ
ん

が
満
開
の
桜
の
下
に
集
ま
り
記
念
写
真
を
と

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
写
真

屋
が
持
っ
て
き
た
機
材
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
、写
真
撮
影
を
趣
味
と
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
れ
か
ら　

年
。
さ
ま
ざ

７０

ま
な
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
が
、や
は
り
醍

醐
桜
は
わ
た
し
の
原
点
だ
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
は
台
風
の
影
響
で
桜
上
部
の
花
が
少

な
い
よ
う
で
す
が
、そ
れ
で
も
春
に
な
れ
ば
こ

の
よ
う
に
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
醍
醐

桜
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

― 
三
喜
司
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

夜の醍醐桜  ４月１２日  撮影
撮影者　春木 三喜司 さん  （別所）

この広報紙は、環境にやさしい�
大豆油インキを使用しています。�

古紙配合率100％再生紙を�
使用しています。�

編
集
後
記

まま
にに
わわ
が 
ス
キ
ッ　
!!
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